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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第１四半期連結
累計期間

第55期
第１四半期連結

累計期間
第54期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （百万円） 11,493 12,330 45,135

経常利益 （百万円） 459 673 677

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 302 389 171

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 254 416 △19

純資産額 （百万円） 10,744 10,800 10,451

総資産額 （百万円） 20,823 24,456 24,354

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 30.57 39.27 17.27

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.3 44.1 42.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における運営状況と経営成績について、「リゾート挙式」におきましては、沖縄・

古宇利島に平成30年７月オープンの「古宇利島 空と海の教会」、ハワイ・コオリナ地区に平成30年10月リ

ニューアルオープン予定の「コオリナ・チャペル・プレイス・オブ・ジョイ」の新規挙式施設の受注が好調に推

移いたしました。加えて、多様化するお客様のニーズを満たすべく、衣裳・旅行などの挙式付帯商品のライン

ナップを充実させるなど、リゾート挙式における付加価値の高い提案を行い、１組当たり単価の向上を図りまし

た。また、全国の直営店舗の再編をスタートし、４月に福岡店を路面店へと移転し、５月から６月にかけて名古

屋エリアの２店舗を、それぞれ受注と打ち合わせを分けた専門店へとリニューアルオープンするなど、各地域性

に合わせた顧客満足の高い店舗展開を行いました。

「ホテル・国内挙式」におきましては、ホテル雅叙園東京では、前期に引き続き、ラグジュアリーシティホテ

ルとしてのブランド価値訴求を積極的に展開し、宿泊・婚礼共に好調に推移いたしました。また、平成30年４月

には90周年事業コンセプト「A MUSEUM HOTEL of JAPAN BEAUTY」を発表し、ホテル雅叙園東京の歴史・文化を発

信していくことで、さらなるブランド認知拡大を図るべく各種施策をスタートいたしました。メルパルクでは、

平成30年３月に実施した岡山・広島などの客室リノベーション効果により、稼働率・客室単価が向上いたしまし

た。また、ワタベウェディングとの共同事業として、全国のメルパルク10施設内のフォト事業をワタベウェディ

ングの直営店舗として運営を開始し、さらに婚礼においても、グループ内のマーケティング、人材などのリソー

スを活かした婚礼強化プロジェクトを本格稼働し、収益向上に寄与いたしました。

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高12,330百万円（前年同四半期比7.3％増）、

営業利益611百万円（前年同四半期比36.8％増）、経常利益673百万円（前年同四半期比46.6％増）、親会社株主

に帰属する四半期純利益389百万円（前年同四半期比28.5％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、以下の数値は、セグメント間の取引消去後となっており

ます。

 

①　リゾート挙式

挙式取扱組数は減少したものの、顧客ニーズに合わせた商品展開を行ったことなどにより、１組当たり単価

が増加し、売上高は5,132百万円（前年同四半期比10.4％増）となりましたが、利益面につきましては、新施

設や新事業立ち上げに伴う広告宣伝費、専門人材採用などの先行投資により、セグメント利益は92百万円（前

年同四半期比10.9％減）となりました。

 

②　ホテル・国内挙式

積極的なブランド価値訴求や客室リノベーションなどの効果により、売上高は7,197百万円（前年同四半期

比5.2％増）となったほか、利益面につきましては、原価や販売管理費の削減に努めた結果、セグメント利益

は511百万円（前年同四半期比49.4％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

当社グループの当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ542百万円減少し、9,631

百万円となりました。これは主に流動資産のその他が増加した一方で、現金及び預金が減少したことによるもの

であります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ644百万円増加し、14,825百万円となりました。これは主に

投資その他の資産のその他が増加したことによるものであります。この結果、資産合計は前連結会計年度末に比

べ102百万円増加し、24,456百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ227百万円減少し、10,094百万円となりました。これは主に賞与引当金

の減少によるものであります。固定負債は前連結会計年度末に比べ18百万円減少し、3,561百万円となりまし

た。この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ246百万円減少し、13,655百万円となりました。

純資産残高は、前連結会計年度末に比べ348百万円増加し、10,800百万円となりました。これは主に利益剰余

金の増加によるものであります。

 

（３）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月１日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 9,909,400 9,909,400
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 9,909,400 9,909,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 9,909,400 － 4,176 － 4,038

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,906,500 99,065 －

単元未満株式 普通株式　　　2,400 － －

発行済株式総数 9,909,400 － －

総株主の議決権 － 99,065 －

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ワタベウェディング

株式会社

京都市下京区

四条通烏丸東入

長刀鉾町20番地

500 － 500 0.00

計 － 500 － 500 0.00

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,689 5,846

売掛金 1,630 1,745

商品 220 229

原材料及び貯蔵品 410 385

その他 1,242 1,444

貸倒引当金 △19 △19

流動資産合計 10,173 9,631

固定資産   

有形固定資産   

貸衣裳（純額） 104 115

建物及び構築物（純額） 4,980 5,123

器具備品（純額） 1,191 1,226

土地 1,893 1,893

その他（純額） 455 519

有形固定資産合計 8,626 8,879

無形固定資産   

のれん 574 723

その他 597 633

無形固定資産合計 1,171 1,356

投資その他の資産   

差入保証金 2,718 2,744

その他 1,667 1,848

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 4,382 4,589

固定資産合計 14,180 14,825

資産合計 24,354 24,456

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,801 1,940

短期借入金 1,950 1,950

前受金 2,788 2,911

賞与引当金 711 370

その他 3,071 2,922

流動負債合計 10,322 10,094

固定負債   

長期借入金 1,400 1,300

退職給付に係る負債 1,192 1,214

資産除去債務 805 874

その他 181 171

固定負債合計 3,579 3,561

負債合計 13,902 13,655
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 4,052 4,051

利益剰余金 2,701 3,036

自己株式 △0 △0

株主資本合計 10,929 11,263

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 23 23

繰延ヘッジ損益 △43 14

土地再評価差額金 △903 △903

為替換算調整勘定 485 449

退職給付に係る調整累計額 △64 △61

その他の包括利益累計額合計 △503 △477

非支配株主持分 25 14

純資産合計 10,451 10,800

負債純資産合計 24,354 24,456
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 11,493 12,330

売上原価 3,598 3,872

売上総利益 7,895 8,457

販売費及び一般管理費 7,448 7,845

営業利益 446 611

営業外収益   

為替差益 38 85

その他 26 31

営業外収益合計 64 117

営業外費用   

休止施設費用 47 48

その他 5 6

営業外費用合計 52 54

経常利益 459 673

特別利益   

固定資産売却益 2 －

受取補償金 － 13

特別利益合計 2 13

特別損失   

固定資産除売却損 1 －

施設店舗整理損 11 14

特別損失合計 12 14

税金等調整前四半期純利益 449 672

法人税等 140 282

四半期純利益 308 390

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 302 389
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 308 390

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1 △0

繰延ヘッジ損益 △7 58

為替換算調整勘定 △39 △37

退職給付に係る調整額 △10 3

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 1

その他の包括利益合計 △54 25

四半期包括利益 254 416

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 248 414

非支配株主に係る四半期包括利益 5 1
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

当第１四半期連結会計期間より、新たに設立したプロペラユーエスエー琉球株式会社を連結範囲に含めてお

ります。また、株式取得に伴い、株式会社コンパクトシークを連結範囲に含めております。

さらに、株式会社クレッシェンドプロデュースは株式会社目黒雅叙園に吸収合併され消滅したため、連結の

範囲から除外しております。

 

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった、プロペラユーエスエーInc.及びハイスタンダードフィ

ルムLLCは同日現在の財務諸表を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行って

おりましたが、当第１四半期連結会計期間より決算日を３月31日に変更しております。この変更により、当第

１四半期連結累計期間は、平成30年４月１日から平成30年６月30日までの３ヶ月間を連結しております。

なお、当該連結子会社の平成30年１月１日から平成30年３月31日までの損益については、利益剰余金の増減

として調整しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 358百万円 357百万円

のれんの償却額 6 14

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 49 5  平成29年３月31日  平成29年６月30日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 49 5  平成30年３月31日  平成30年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日 至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 リゾート挙式
ホテル・
国内挙式

売上高      

外部顧客への売上高 4,650 6,843 11,493 － 11,493

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,905 40 1,945 △1,945 －

計 6,555 6,884 13,439 △1,945 11,493

セグメント利益 103 342 445 1 446

（注）１．セグメント利益の調整額１百万円は、主にセグメント間取引消去と未実現利益消去によるものであ

ります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日 至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 リゾート挙式
ホテル・
国内挙式

売上高      

外部顧客への売上高 5,132 7,197 12,330 － 12,330

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,958 37 1,996 △1,996 －

計 7,091 7,235 14,326 △1,996 12,330

セグメント利益 92 511 603 7 611

（注）１．セグメント利益の調整額７百万円は、主にセグメント間取引消去と未実現利益消去によるものであ

ります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益  30円57銭 39円27銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 （百万円） 302 389

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益
（百万円） 302 389

普通株式の期中平均株式数 （株） 9,908,949 9,908,878

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成30年７月31日

ワタベウェディング株式会社  

取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山田　美樹　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上田　博規　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているワタベウェディ

ング株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１

日から平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ワタベウェディング株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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